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1調
査 の 概 日

。 調 査年月 日

昭 和54年 8月 25日

鬼大城の墓の調査が、 昭和54年8月25日の午前11時から沖

羅市 教育委員会の手によって行なわれた。 当日の調査には、

名嘉真宜勝読谷村立歴史民俗資料館長を主任に、 県文化課上

江洲専門員、 市文化財調査審議委員、 市社会教育課職員が、

門中の方々から話を聞きながら着手した。

鬼大城の墓は、 知花グスク中腹にあり岩陰を利用して作ら

れた洞穴囲い込み墓である。 おもては石を積み上げてムチ（

し っくい）でかためてあり墓口は南（首里）の方角に向って

いる。 塞石の右側地上約110cmのところには、 霊の出入り口

用に、 浦添ようどれなどに見られる 小穴があいている。 調査

は、 門中の手で高さ 174 cm、 幅80cmの墓石がはずされ、 更に

板戸がはずされた。 墓の中は、 自然の岩陰洞穴を利用してあ

るせいか、 むしろ乾燥に近い状態で、 天井までの高さ239cm 、

広さ約め平方メ ー トルとかな りひ ろい。塞 の内部には、 石棺

が1訓固、 大小のカメ型厨子が 23個あり、 破損し た 石棺の

かけらやカメのかけらが一 ケ所に 積まれており、 これまで何

かの形で墓の内部が荒らされた形跡がうかがわれた。 門中 の 一人は、

ったので出入りもたやすく、 戦後も外人が入ったという話を聞いたことがある」と話してくれた。
墓の内部に納ま った石棺で、 銘が判読できるもののうち、 最も古いものと思われるのは石灰岩製寄

棟式厨子で、 嘉清36年(1557年）の文字があった。 又、 銘 のない石棺も多く、 どの石棺が鬼大城の
ものか断定しかねたが、 ふたの一部が欠けた石棺のふたと身に大きく墨書きで元祖と銘されたものが
目をひいた 。

>
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さて、知花の賢雄の墓前に墓碑が 一基立っている。片仮名まじり文の和文である。

以下解釈してみる。

0 0 0 0 0 

当所はみずのえの方（北）を背後にし、ひのえの方（南）に向って位置する昔から

の墳墓である。康熙 55年申年 (1754) に至って美里間切宮里村中間原に地理をえら

び、そこに祖宗の霊骨をうつしたのであるが、（全部はうつさ な かっ たのか）当所

（知花の墓 ）には なお銘のない厨子が残っていたといういい伝えがある。それ

で清明のお祭りには、両墓（知花と宮里の墓）に対しておこなわれてきていた。

ただし、うつし葬むる理由は墓地として地理がよくなかったといういい伝えだけれ

ど、この墓はもともと知花村の者たちと共用であったという。とにかく藤各墓（ュレ

ー もしくはユ ー レ ー 墓）では、（こ｀ 先祖に対する）尊敬にもならない、というこれら

の点もかかわってのことではなかったかと、今になって見ると推量される。

ところが、宮里の墓は（墓地が）人工的に盛り土し たものであったから、時々修理

の費用がかかっただけでなく、（もともと）前面の方が地形上おちこんでいるうえ、

寄せ土した関係上、長年月が経つと、ながもちはしないだろうということを心配し、

今の子孫たちが、再び霊骨を当所（知花の墓）の方にお移し申しあげたい、というこ
ていりよう さ ふん し

とを長年願ってきた。そういうことで、鄭良佐与儀通事親雲上に頼んで、両墓の風水

をそれぞれ見分けさせたところ、当所（知花の墓）は山体が堅固で諸木がおい茂 り、

墓の前後左右と遠近の抱護が気脈貫ぬいてお り、前方を走る川筋など、すべて風水の

法にかない、地の美をえているとのこと。宮里の墓も全体の山形はよろしいけれども、

遠方の山々の中に、（風水の法に照らして）忌み嫌うべき山があると申されている。

まことに築造してから年久しく、抱護する山体も、きっと以前とはかわってしまった

ところも出来たのだろう。ことに墓の天井に湿り気が多く、遺骨のためにもならない

だろう。青烏経に「およそ地に五つの不吉な点があるのは改めねばならない」とあり、
み たま

また伊川先生の御説によると、「地の美は祖先の御霊を安らかにし子孫を繁栄させ、

ちょうど木の根を培かい養なって枝葉が茂るようなものである。それでは、何を地の

美というのだろうか。（地の美は）土色の光沢や潤い、草木の繁茂しているのがその
しるし

験である。父子や祖孫は生命を構成する根源が 一であって、（冥土の）父祖が安らか

な時は（今生の）子孫も安らかであ り、父祖が危ういときは子孫も危ういのである。」

と見えている、との良佐の教えをうけたまわ り、それで、いよいよ子孫の中に、早く

御霊骨を当所（知花の墓）にお移し申しあげようという意見である。
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よくよく考えてみると、 改葬することは容易ならざることではあるが、 宮里の墓は

前述のとおり、 永くは維 持しがたく、

墓は風水が良いだけでなく、 大昔から用いてきている。

付で知花村の者たちが書き留めたものに、 鬼大城越来親方をはさむ先と後の先祖がど

なたであるのか、 お名前の文字も知れないが、 その安置されている厨子がめが大破し

ており、 それを石厨壬にとりかえて安置申しあげたとの趣旨が見え、

（摩文仁殿内 ）

中にも吟味させた。

知花村の者たちには墓二基を造って与え、 そこにそれぞれの先祖の遺骨をうつさせ、

後年そのことで何やかやと申したてないという証書をとった。 厨子記のとおり、 石厨

子四ツに焼物厨子ーツ合計五ッ

ら安置されていたのであるから、

いと、 もとからしめていた坐を替えず、

本年(185 2)

あげた。

のいい伝えにも符合しており、

8 月 4 日、 宮里の墓から祖宗の霊骨をことこ｀とく当所におうつし申し

であるから後裔の子孫等はこのわけをよくわきまえ、 抱護の山体や川の流れ

の順逆によく気をつけ、 祖宗の旧墳墓が万世にわたって維持し、 子孫繁盛と家内の平
きざ

穏安泰であることをねがい、 右の件を石に勒んで不朽にあらわし示すものである。

以上。
盆
日に

たい しん かん ぼう とし やどJレ みずのとうし二

大清咸豊二年歳次 2 癸丑 1 十 一 月吉日

後裔超群謹誌

原文中読みのむつかしいのを2、3

ことに ）。 熟惟ルニ

而已（のみ）。 労拠ナク

（もとおり）。 垂畢（たれおわんぬ）。

なお文中に登場する鄭良佐与儀通事親雲上は琉球王府の正史「球陽」にもでている。

尚泰王の六年、 つまり、

人 6 名が生存し、

やむをえないとの （墓）碑がある。

そのまま安置する。

この知花の

また難正元年 (1723) 卯年

そのことは当家

あれやこれやし方ない事情で親疎の門

（中国で ）朱先生の御霊骨が三度改葬されたお心持ちにならい、

（三ツには銘があり、 ニツには銘なし）はもともとか

これら古昔の祖先は同根から生じた枝葉にちがいな

こうして修理を加えて、

あげておこう。 因絃（これにより）。 窟ニ （ま

（つらつらおもんみるに ）。 止事ヲ得サル（やむことを得ざる）。

（かたがたよんどころなく ）。 何角（なにかと ）。 最通り

この「夏氏大宗墓」の碑を立てた年の翌年 1853 年、

英

国船

が難破し宮古に漂着するという事件がおこった。

あとは洋中で溺死するという惨事であった。

官兼通事として王府から宮古に脈遣されている。

わずかに中国人 22名、 女子 2 名 、

英

そのため、 与儀は外交官
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